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社会福祉法人 朔風　つくし交流多目的施設
本施設は、知的障がい者生活介護事業所である既存建物に、渡り廊下を介して増築された施
設である。使われ方として、利用者の日中活動のスペースとして利用されることや、広々と
したスペースが必要とされる体操や運動、リトミックなどを行なえるよう計画が求められた。
また、地域住民の方々が交流を図る憩いの場として開放し、北海道産木材の魅力やぬくもり

を実際に見て・触れて・感じることができる心地よい空間を提供することも目
的とされた。建設費の一部に森林整備加速化・林業再生事業（木造公共施設等）
の補助金を利用する計画であるためということもあり、地域材である北海道産
木材を内外装に多く使用している。

特　徴
構造形式は木造在来軸組工法で、道産トドマツの製材・集成材を構成部材として用いている。
建築物の形状は、北側へ傾斜する片流れ屋根とし、高部である南側部分を 2階建の構成、低
部の北側部分を吹抜とし、上下階が空間的に一体となる断面構成とした。内装の壁のほぼ全
面と天井の一部を道産カラマツの羽目板で仕上げ、空間の垂直方向の連続性を表現した。
また、この断面構成によって、自然光を十分に取り込め、明るい内部空間となっている。
外装は道南スギを一部に用いて、主たる外装材である金属製サイディングの無機質感との対
比により、「木のぬくもり」をより効果的に表現する外観とした。

建物概要
所在地　　札幌市中央区
建物用途　児童福祉施設等
　　　　　( 知的障がい者福祉施設（生活介護） )
構造規模　木造 2階建 （渡り廊下：鉄骨造平屋建）
延床面積　増築部分：134.47 ㎡ (40.68 坪 )
竣　　工　平成 26 年　　　
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矩 計 図１階 日中活動室

2階 休憩コーナー


